
「Cool down いせさき」官民共創プロジェクト

事業実施の流れ

【例】
・暑さ対策のためのイベント実施
・暑さ対策のための商品開発
・お店を休憩所として開放
・イベントでドリンク類を配布
・公共施設に緑のカーテンを設置

①事業提案書の提出（随時受付）

②公共施設マネジメント推進課での受付

③事業実施に関する協議

④必要に応じ、事業実施に向けた協定・契約締結

⑤事業の実施（市によるＰＲ）

⑥市ＨＰで事業実施状況を公表

⑦事業継続・見直しを検討

【例】
・事業継続
・事業見直し
・事業終了

公共（市）

・人的資源の提供
・活躍の場の提供
・活動内容の周知
・市民への新たな
サービス提供の
可能性

・他の民間事業者
への橋渡し

民間

・地域に貢献した
い

・新たな事業分野
へ挑戦したい

マッチング

【協議内容例】
・費用負担
・実施時期



お問い合わせ本市は令和７年８月５日に国内観測史上の最高気温

41.8℃を記録し、「日本一暑いまち」となりました。

このような過酷な暑さから市民の皆様を守るため、
様々な暑さ対策に取り組むとともに、暑さ対策を強みに
した地域活性化の取組を推進することで「日本一暑さに
強いまち」を目指しています。

市長戦略部 公共施設マネジメント推進課
官民連携推進係
TEL 0270-27-6282
E-mail koukyou@city.isesaki.lg.jp

提案書の記載内容

≪事業提案≫事業の内容と期待できる効果

企業や団体の持つ強みを生かし、地域・市民のためにできる『暑さ対策』や『地域活性化の
取組み』をご提案ください。

≪私たちができること≫

事業提案に対して、企業や団体で実施していただけることは何ですか。

≪市にしてほしいこと≫

事業提案に対して、市への要望・依頼することは何ですか。


